動くまい、 と言うて おいた。 

「うはな りね たみ」 は、 普通の ねたみで はない。 昔の 

族 人 生活 は、 家 単位の ようであって、 いくつもの 家族 

に 別れて いる ことがあ るので、 妻が 外に 住んで いる こ 

とも かなり ある。 うわな りと は、 この 族 人 生活の 間に 

おいて、 後からで きてきた 妻の ことで、 後妻と 書き、 

前からの 妻 は 先妻と 書いて、 こなみと 言うて いる。 他 

に 書きよう がない ので、 そういう 字 を 当てた ので ある _ 

この 語 は 大昔から 使うて いて、 うわな りね たみと いう 

の は、 第二 夫人 を 夫の そばに 近づけまい、 近づける の 

を 嫌う 心と 説明して いるが、 うわな りね たみ は、 近代 



になって 非常に 抑圧 せられた。 ねたみ は、 女の もつ 不 

道徳 だと 考えられ、 教化 (道徳と 政治との 結びつき) 

の ほう、 宗教の ほうから、 これ を 排斥して いる。 だか 

ら、 だんだんと 家族の 中の 私事に なって ゆき、 外へ もつ 

て 出ぬ ことにな つて、 「夫婦喧嘩 は 犬 も 食わぬ」 などと 

言うて、 他人 はこの 間に 介入すべき でない と 考え、 相 

手に しなかった。 

しかし、 昔 はしばしば 他人が 間に はいって、 「うはな 

りうち」 という ことが 行なわれた。 自分の 夫に 新しい 

愛人が できた とき、 その 家へ、 元からの 妻が 自分の 身 

内 を かたろう て 攻め かけて 行き、 家へ 乱入し、 その 家 



合理的 だが、 ともかく、 庇護の 下に 置かれる、 という 

意味が、 てかけ、 めかけで ある。 て を かける、 め を か 

ける に 特別に 意味 を もた すが、 てかけ は、 下の 者が 上 

の 者に 保護 を 仰ぐ - J と を 言 うら し い 。 物質的 保護 を受 

ける ことで、 そのうち、 女 だけに、 てかけと いう 語が 

広く 行なわれ たので ある。 めかけの ほう はま だ 問題が 

残って いる。 

御簾 中 は、 上臈に 対して、 女 だから 腹 を 立てるべき 

だのに、 むしろ 喜んでい る。 つまり、 自分の すべき こ 

と を 身近い 者が 代わって して くれる の だと 考えた。 夫 

婦 関係 を 長く 持続す る こと は、 迷惑 だと 考える ことが 



め (嫡妻) があって、 その他に 側室が あるよう に 考え 

られ るふう に 書いて あるが、 平安朝で は 嫡妻 はなく、 

有力な ものが 二人 三人 あり、 この間の 軋鑠は ひどい。 

A の 流れ は 共同して B にあた る。 嫉妬の 形が 違う わけ 

である。 そう 言うても 安んじな いが、 そういう 様式 を 

守って いるので、 同族の 中から 出た もので 争う の は、 

原始的な 感情から 解放され るか、 あるいは 新しい もの 

に 触れた のが 遅い かで、 その 点、 世間の 普通の 感情が 

こうだ からと は 決められぬ。 

宮廷の こと をう わさす るの は、 おそれ 多い が、 本当 

の 美しい 心で せねば ならぬ。 宮廷に は 大きい 二つの 流 



上から 出た もの、 すなわち、 貴族へ 伝わった もので あ 

る。 それ を 下が 模倣して いる。 妻 を もつ 方法に ついて 

も、 宮廷の ことから 調べて かかる と、 確かな ことが わ 

かる。 平安朝 以後 は、 貴族の が 出て くる。 貴族の 結婚 

の 方式 ははつ きりと わか つ てく る。 

(昭和 十一 一年 十月 七日) 
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